
「知りたい！」がいっぱい「知りたい！」がいっぱい
～十和田市新聞活用教育事業～～十和田市新聞活用教育事業～

　市では、「新聞を教育活動に活用し、読解力や情報活用能力の向上を図り、将来のリーダーとしての社会的資
質の基礎を養う」ことを目的に、市内の小・中学校25校に全国紙１紙、地方紙１紙を配布する新聞活用教育事業
を行っています。各学校では、新聞コーナーを設けて自由に閲覧できるようにしたり、新聞を読んだ感想を掲示
するなど、独自の取り組みが見られます。
　今号では、新聞活用教育事業を知っていただくため、特色ある活動を行っている四和小学校と十和田湖中学校
の先生に２つの質問をしましたので、ご紹介します。
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　朝の会に、各自が選んできた新聞記事を班の友達に紹介
しています。朝の２分間という短い時間ですが、短時間だ
からこそ毎日継続して行うことができていると思います。
　帰りの会では、代表の子がクラス全員に自分が選んだ
記事について、詳しく説明する活動を行っています。
　また、新聞記事の切り抜きを
ノートに貼り、大切な箇所に線
を引いたり、コメントを入れた
りと、子どもたちは、楽しみな
がら『マイ新聞ノート』づくり
に取り組んでいます。
　その他にも、子どもたちが自
由に新聞を見ることができるよ
うに、新聞コーナーも設置しています。

気になった記事を代表者が発表

新聞記事を選んでいます 新聞と教科書を見比べて勉強

≪ 四和小学校 ≫ ≪ 十和田湖中学校 ≫

　生徒が自由に読めるように教室に新聞を置いています。
新聞の記事の中から生徒が気になる記事を選び、朝の短
い学級活動の時間に、日直が「今日の気になるニュー
ス」を発表しています。
　国語の授業では、社説を書き写し、難解な語句の意味
調べと感想を書いて、友達と意見交換をしています。
　社会の授業では、「『今』を読み取る資料」として活
用しています。

Ｑ１ 新聞をどのように活用していますか。

≪ 四和小学校 ≫
　星座に全く興味がなかった子が友達の発表を聞いて、
興味を持つようになるなど、子ども一人一人の興味のあ
る分野が広がりました。
　また、以前に比べ、新聞記事だけでなく、文章教材の要
点を正確に読み取ることができるようになってきました。
　自分が紹介したい記事を選び、伝えたいポイントを読
み取り、線を引くということを毎日継続して行ったこと
が読解力の向上につながっていると思います。　

≪ 十和田湖中学校 ≫
　「生徒の読むことへの抵抗感が減り、読むスピードが
速くなった」「世の中の出来事に対する興味・関心が高
まった」「表現力や自分の意見を持つ力、別の気付きを
得る力が高まった」ことを実感しています。
　生徒自身からも自分の考えを持つことができるように
なったという声が聞こえています。

Ｑ２ 新聞を活用して子どもたちは変わりましたか。

　話題になっている新聞の記事をきれいにまと
めてスクラップしているうちに、新聞に興味が
わいてきて、新聞を読むことが楽しみになりま
した。
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奈さん（６年）

　初めは少ししか書けなかった感想ですが、ス
ポーツや生き物などの記事についてもだんだん感
想をたくさん書けるようになって良かったです。
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子先生〉

　新聞を読むと、記事について自分の考えを持
つことができ、世界中の出来事が分かります。
国語などに必要な力が身に付くので、これから
も新聞を読みたいです。

杉
すぎむら

村 由
ゆう と

斗くん（３年）

　新聞を使って授業をすることで、タイムリー
な話題について自分の考えや思いを伝えること
ができるため、日本人そして世界の中の一人と
して責任感などが育つと思います。

大
お お く ぼ

久保 萌
ほの か

花さん（３年）
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香先生〉
　新聞を読むことで、世の中の出来事は、意外と自分たちの生活に
身近なところで起きていること、自分たちも周りの人や社会とつな
がっているということを感じてほしいと思っています。

　インターネットを通して手軽に情報を得られる今だからこそ、新
聞（活字）の魅力に気付くのだと思います。子どもたちの新聞スク
ラップのおかげで、私自身も新聞の良さを感じています。

≪ 四和小学校 ≫ ≪ 十和田湖中学校 ≫
❖ 児童・生徒・先生からの一言 ❖


